ヴェルガー・ストーム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第二巻
　　　　　　　　　　　　　　――　真白き少女　――
　真っ白い部屋。真っ白い壁。真っ白い肌……。

　病室に置かれた細長い花瓶に咲く花は無い。

　少女は笑った。窓の外を眺め、流れる雲を見て微笑んだ。

「見て、お兄ちゃん。あの雲ネコみたいでしょ？」

　無邪気な声で隣の人に話す。

「本当だ。白いネコだね」

　隣の人は少女を穏やかな瞳で見つめた。

「そう？　私は三毛猫だと思うな。女の子の三毛猫！」

「ははっ、そうかもね」

「お兄ちゃん。私、元気になったらネコを飼いたいな」

「ん――ああ、いいよ」

　ガラス越しに外の世界を眺める妹。そこに希望を見出した妹――。

「本当！？　約束だからねっ」

「ああ……。ちゃんと、世話するんだぞ」

「うん！」

　眩しいほどに、とても散りかけとは思えないほどに生命溢れる笑顔。

「……――っ」
　隣の人は声に詰まり、俯いた。
　　　　「きっと、きっと約束するから。
　　　　　　　　　　　　　どうか、どうかその希望を忘れないでくれ……」
　楽しそうに、決して届く事の無い空を眺める妹。
　隣の人は丁寧な所作で、一輪の青い花を花瓶に咲かせた――――。
「っっっ、ガン兄ぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ――――――！！」

　涙も鼻水も、少女は溢れるままに流す。

　少女の視界には黒い巨体。少女の鼓膜には―――
　空母から発せられる不快な金属音。女性の悲鳴にも似たその音は都市周辺の赤い大地さえも微震させる。

　町の住民たちは不気味な音波に恐怖し、その意味を知る管制塔の軍人たちは歯を食いしばって敵の空母を睨みつけた。

　直後。人間の絶叫のような音と共に放たれる赤い閃光――――
　それは問答無用に町を焼き切り、多くの命を焼失させただろう。均衡していた戦況は最悪の形で崩れ去ったに違いない。破壊の剣は開戦を告げるベルとなり、悲鳴はその音色として世界に響いたはずだ。
　もしも、もしも黒色の機体がその場に無かったとしたら……。

　―――少女の名を呼ぶ声。

　コンマ数秒程前の出来事。赤い空母から光が放たれる寸前、虚空を裂くかのように巨人の右腕は振るわれた。空間が氷の割れる瞬間に似た音を奏でる。

　放たれた赤い閃光はオーガノイズ都市部上空で炸裂音と共に霧散し、市街地範囲外の赤い大地に五月雨のごとく降り注いだ。
　大地は絶音と共に裂け、大気は激しく焼け焦げる。赤い粉塵が巻き起こり、都市の上空を曇らせた……。
　が、ただそれだけの事。オーガノイズ市街地には火災どころか焚き火すら発生していない。

　市民たちは未曾有の混乱をきたしている。

　しかし。管制塔のノヴァ軍と空母内にいるディア軍はすっかり静まり返ってしまった。両軍を見ても、今起きた出来事を理解できたモノはただ一人にすぎない。

「司令官、主砲は発射しました。ですが、目標は外したようです！」
　艦内の軍人たちは皆、狐に抓まれた表情でだらしなく口を開いている。ケイトもその一人。そこにあってキュラだけは、腕を組んで悠然とその場に立っている。
「……プランクトンか」
「は？？」
「“タイプA”はプランクトンの扱いに優れる。どうやらあの機体、相当長い間眠っていたらしいな」
　キュラが残念そうに呟いた。
「プランクトン……って？」
　上官の言っている事がいまいち理解できないケイト。
「しかし、ま、今のでかなり使ったはずだ。二発目は――――」
　どうにか平静な態度を取っていたキュラの表情が、急突に強張る。彼は瞳を見開いて画面に見入った。
　嫌な汗が吹き出す。ミルトは赤い光を見た瞬間に死を悟っていたため、恐怖で硬直していた。だらしないというより情けない表情のまま、石碑のように固まっている。今自分が生きている事を理解しきれていないようだ。
　そんなミルトの横でルナが呟いた。
「おいさん。あれ、ガン兄ぃだ……」
「…………へぇ？」
　ルナがしきりに袖を引っ張ってくるので、何なのよと指差された方を見る。そこには相も変わらず巨人がいるのだが、その表皮には赤い血管のようなものが網目のように浮きあがり、先程とは様相が異なる。

　ミルトがその光景に再び言葉を失った時、巨人は突然に立ち上がった。
　咆哮と共に仰け反る巨体。巨人の体を無数の小型機器が覆っていく。それは間近にいるミルト達だからこそわかる光景。

　やがてそれらの機器は密集し、結合し、巨人の体表に装甲を形作り始めた。
　それらはそれぞれ青く、黒色だった機体はしだいに青銀色に覆われていく。
　生成されていく装甲は惑うことなく、侵食するかのごとく形成され、そして瞬く間に完成される。
　不思議で美しい見た事もないその光景に、見とれる二人は言葉を忘れた。

　数秒後、そこには先ほどの不気味な黒い巨人では無く、青く光る一体の人型戦闘機・“ヴェルガー（VE）”の姿が聳える様に存在していた。

「コイツは……」
　後ずさるミルト。だが、ルナは怯える事もなく青色のＶＥを眺めている。彼女は確信している。アレが危険な物ではないことを。

　換装が終わった青色のＶＥは突如としてその場に屈みこんだ。そして暫く沈黙した後、
《・・・っ痛ってぇぇぇぇぇぇ！　右側全般、痛ってぇぇぇぇぇぇぇっ！！！！》
　と、右腕を押さえながら叫んだ。電子音声だが、声色は中の人のものを忠実に再現しているらしい。
「ガント！！？？」
　ミルトは即座に感づいた。今度こそ響き渡ったその叫び声は紛れも無く、息子ガントのものであることに。
「やっぱり、ガン兄ぃだ！」
　ルナはいつもの明るいトーンでそう言うと、涙を拭って元気な笑みを浮かべた。
　飛行空母の操舵室、キュラはその場に無言で立ち尽くしている。主砲を弾かれた事も、ＶＥが突然に換装を始めた事も、彼にとってはさほどの問題ではない。彼にとっての問題は青色のＶＥ、その形状。
　ケイトにとってこの日は初めての経験ずくめとなった。例のＶＥにしてもそうだし、実戦自体が始めて。だが、何よりも強烈に印象に残るのは恐怖したキュラの表情である。ケイトにとってのそれは、隕石が人に直撃する瞬間を目撃するくらいありえない事だったからだ。
「し、司令官。どうしますか、主砲装填までしばらく時間がかかりますが」
「…………」
　部下の問いかけにも答えない。実戦の最中、まして敵陣の最中で我を忘れるなど司令官としてあるまじき行為である。だが、それらの常識や理を差し置くほどのことなのだろう、キュラにとって青色のＶＥ出現という事実は。
　しばらくの沈黙の後、キュラはようやく艦に指令を出した。
「――主砲はもう良い。転進せよ」
　彼の下した決断は“退却”。
　船員皆、黙り込んだ。
「お、お言葉ですが。キュラ様、主砲まで放った今、このまま何もせず引き上げてはそれこそ当艦ひいては司令官の名が落ちる事明白です。それに、キュラ様らしくありません！」
　ケイトは強い口調で助言した。勝手な襲撃は良くないが許せる。だが、敵前で弱輩のごとく背を見せ引く事は受け入れがたい。それが他の艦ならそれも戦略と思えるであろう。

　だが、無敗の皇帝と呼ばれるキュラ六等官率いる空母・ガランティアにおいてそれはあまりにも相応しくない行為だ。
　厳しい口調で苦言を呈するケイトの意を理解できないキュラではないのだが。彼はそれでも決断を鈍らせる事はなかった。
「転進だ。とにかく船体を回せ、早急に」
　唸るような声で出された指令を受けて、空母ガランティアは旋回を始めた。赤い飛行物がその巨体をゆっくりと、しかしそれのできうる最高の速度で向きを変える。
「司令……」
「ケイト、お前の言い分はもっともだ。しかもこの退却は軍事的理由より個人的な理由に近い。だが、その理由もここで明かすわけにはいかぬ」
「…………」
「――失望したか？ケイトよ」
　ケイトはうつむいたまましばらく黙した。しかし、彼女は顔を上げると普段どおりのフ抜けた声で
「いいえ、師の意思を理解するも弟子の務め。司令官の意に沿いますっ！」
　と、明るい笑顔を浮かべた。
　とりあえず難を逃れ、安堵の空気で満ちる管制塔。だが、オルドは一片の緩みも見せずに町の外れを睨んでいる。
「局長、敵艦百八十度旋回、オーガノイズから遠ざかっていきます。追撃しますか？」
「放っておけ。退いてくれるのならそれに越した事は無い。それより、制御不能なデカ物をどうするかが問題だ……」
　さすがに切り替えの早い頭脳である。彼の年季の入った脳は今、最も優先すべき事を的確に捉えていた。
　遠ざかっていく赤い影。状況を見守る人々はその光景を見て歓喜している。だが、ガント達はそれどころではない。
「ガン兄ぃ～！」
　青色のＶＥ（ヴェルガー）に向かって叫ぶルナ。
《つつ……ん？　ルナ、親父――？》
　眼下の二人に気づいたガント。見慣れぬ景色に目を丸くする。
《なんか遠い……つか、小さい……？？》
　プチトマトのごとく小さい眼下のルナ。身長百八十ｃｍを超えるミルトですら良くて夏みかんである。周囲を見渡すとオーガノイズの町並みが見渡せ、視界を遮るのは町に点在する高層ビルくらいのもの。
　挙動不審に辺りを見渡していると、体の右側にあった痛みが消えている事に気がついた。
　不思議に思って右腕を眺めてみる。そこには青銀に光るメタリカルな右腕、その他のボディ――。
《・・・・・・っん、んなにぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ！！！！！！！！》
　絶叫するガント。巨人の咆哮が町中に響き渡る。数キロ離れた地点にいる人々ですら「ビクッ」となるほどの大音響。真下にいる二人はたまったものではない。
「ガン兄ぃうるせっ！」
「ガントやかましっ！」
　耳を押さえてうずくまる二人。
《いや、は！？》
　オロオロと慌てふためく巨大な青色のＶＥ。見た目が見た目だけにすごく格好が悪い。
「落ち着け、ガント。いつものクレバーなお前を取り戻せっ！」
　ミルトの呼びかけなどまともに聞き入れられるハズもなく、ガントはうろたえ続ける。
《なんでだ、俺はどうなっちまったんだ…………あっ！》
　急に押し黙るガント。一瞬の静寂がその場に訪れた。
《…………腹が痛い》
「？」
　二人が疑問符を浮かべる。直後、崩れるように膝を着く巨体。砂埃がミルトとルナを襲った。
《うごぉぉぉぉぉ、腹が、腹がぁぁぁぁ……なんか、気持ち悪ぅっ……！》
　悶え、苦しむＶＥ。
「ガン兄ぃどうしたぁ！お薬いるかぁ？」
「ちょっ、まて、ガント！　そこで暴れると家が、マイホームがあぶねぇっ！」
　騒ぐ二人の眼前で、額が地に着くほどに屈する巨体。
《・・・・・・お、うおげぇぇぇぇぇぇっ・・・・・・！》
　不快な呻き声が一帯に広がる。しばらく痙攣した後、機体は完全に停止した。
「ガン兄ぃ吐いたのか？　汚ねっ！」
「おい、どうした、何だ今のは。　まさか嘔吐か？機体の中はすっぱい香りなのか！？」
　若干引き気味に呼びかける二人。だが、青色の巨体はそれらの言葉にまったく反応しない。
　巨大な青色の機体の口元。
　乾いた大地の上に、乾いた服装のまま。ガントは放心状態でその場に寝転がっていた――――。

　唯一神メルコンを崇拝する国家を総じてメルコン聖圏（メルコンサイド）と呼ぶ。

　経記１３―４８３。東方の大型国家・ディア皇国が唯一神教脱退を宣言してメルコン聖圏に反旗を翻した。それに付随して周辺国家もメルコン聖圏からの離脱を相次いで表明。
　離反した国家は大国ディアと手を組み、巨大国家連合・ディア連盟（ディアサイド）が誕生した。　離反国家らはメルコン聖圏聖域・首都ブロウムの奪取を名目に掲げ、メルコン聖圏に宣戦を布告した。

　国力で大きく勝るメルコン聖圏であったが、ディアサイドの奇跡的な戦果によって苦しむ。そして、しだいに戦況は泥沼化していった。

　戦力は拮抗し、戦線は硬直。両サイドともに決め手を欠き、その後しばらく暗黙の停戦状態が続いていた――――
――　ヴェルガー・ストーム　――

２ND・DIVE　＜
　赤く照らされた人口地帯の外、広大な砂地に射影が伸びている。

　オーガノイズの気温は年間を通しても高く、夕時のこの時間でさえ３０度近い。
　何せ周囲は砂地なので、熱気を帯びた東風を遮るものがない。だが、その東風のおかげで空気が乾燥するので汗がじっとりと滲む嫌～な暑さにはならない。まあ、それも場所によるが……。
　開けっ放しの窓から渇いた風が吹き込む簡素な部屋。ここはノヴァ軍の軍用施設内にある療養所の一室。ガントは昨日の一件の後、ここに運び込まれた。

　容態は至って平常で特に問題は無い。そして、右半身にも異常は無い。「砲撃を受けて損傷した」と言っても誰も信じはしなかった。彼自身、あの時の負傷が現実のものだったのか否か混乱したくらい、彼は健康そのものである。

　軍事関連の雑誌を右手に持ち、椅子の上で読みふけるガント。別に各国の情勢などどうでもよい。彼は兵器関連の記事が読みたいだけだ。

　ガントにとって大した興味は無くとも、世界の情勢は昨日以来激変した。停滞していた戦線は揺らぎ、俄かに両サイドとも殺気立つ。もともと正式な停戦協定を結んでいたわけではなく、両者の疲弊から自然の流れで事実上の休戦状態となっていた戦線。
　３年程の休憩時間を得たおかげで両者の体勢はすでに大方整っていた。だが再開するタイミングを互いに見出せず、だらだらとこのままもう数年硬直するか……と思われていた世論を貫いた突然の赤い閃光。ディア軍は急遽再戦を布告した。

　渦中のオーガノイズには追撃に備えて戦闘機が続々と去来し、軍事関係者、幹部も駆けつけた。彼らの目的が軍事指揮の他に、例の“黒色の巨人”にあることは言うまでも無い。

　ミルトと大二郎は黒色の巨人の検証のため、格納ドームに向かった。本当はガントもついて行きたかったのだが、今日くらいは安静にしていろと置いてかれた。だが、安静にしていろと言われても異常が無いのだからその意味はない。ならば家に帰せと言ったが、ガントにはこの後検査・検証のフルコースが待っているので帰してもらえない。
　ムスッとした表情で雑誌を読むガント。本来彼が安静にしているはずのベッドには、寝息をかく少女が横たわっている。

　ドック（格納庫）には昨日よりも頑丈に、過剰と思えるほどの拘束を施された大型のＶＥが格納されている。ガントを嘔吐した直後に青色の装甲は消え去り、今は黒い保護膜が剥き出しの状態で立ち尽くしている。

　日が差し込むドーム天井の修理は急ピッチで行われているものの、完了までには２週間ほどかかる見通し。ドームの外側で直射日光の下に働く作業員達はたまったものではない。

　研究室で大二郎とミルトは無言のまま向かい合っている。重い空気と開けっ放しの窓。扇風機は「強風」で部屋を冷やそうとしているが、無駄なことこの上ない。

「なぁ」

　ミルトが口を開いた。

「あ？」

　答える大二郎。額には汗が滲んでいる。

「暑いな」

「ああ」

「……」

「……」

　……会話は、終わった。

　端的なやり取りのあとも重苦しい空気が続く。部屋の間取りと施設全体の人口密度のせいか、ここの室温は３５度近くまで育ってしまった。

　立ち上がって窓を閉め、扇風機のスイッチを切る。

　そそくさと部屋を出て行く二人。扇風機はゆっくりと回転を弱め、やがて静かに止まった。

　施設内に設けられたカフェ（と称した食堂）には人が少ない。昨日の騒ぎで皆、事態の対応に追われているからである。

　そんな忙しい状況で二人はノンビリと、グッタリとした様子でくつろいでいる。ここは空調機が唸っているのでとても涼しい。

　ドームの作業音がＢＧＭのように響いてくる。

「始めからここに来ればよかったんだよ」

　ミルトがアイスコーヒー片手に、向かいに座る大二郎に言った。

「こんなところでリラックスしている様を同僚に見られたら、後々面倒だろが」

　周囲をちらちらと気にする大二郎。Ｔシャツに逞しい胸筋がくっきりと浮かび上がっている。目の前には緑色のクリームソーダ。上に乗っているバニラアイスを小さなスプーンで掬うと、それを口に運ぶ。

「そのガタイで細かい事を気にするなよ。まったく、ふざけた二の腕しやがって」

「ああ、そうですね」

　大二郎は軽く受け流した。

「――冷たいのね」

「はい、そうですね」

　くだらないやりとり。この忙しい時にダラけた様子のおっさん二人を、パートのおばさんは影ながら眺めている。まぁ、顔馴染みなので特に何も言うまいが。

「あれ。さぼりっすか、大二郎さん」

　若い研究員がカフェの入り口から声をかけてきた。大二郎は苦い顔を浮かべる。

「大事な話をしてんだよ。お前はさっさと作業に戻れ」

　手を振って追い払うような仕草と共に答える大二郎。ミルトは穏やかな笑顔で手を振った。

「ちわス、ミルトさん。　あっ！クリームソーダ。いいな～」

「うるせぇ。しっ！」

　一層スピーディーに、手を払うように振る豪腕。

「ちぇっ」
　若い研究員は二人に軽く会釈すると、その場を離れた。
「……マーティンだっけか。あれで優秀なんだろ」

「まぁ、それなりにな。サボリ癖が良くないが……」

「お前が言うか」

　ミルトはニヤリと笑みを浮かべる。大二郎は鼻で笑うと、バニラをまた口に運んだ。
　相も変わらず雑誌を読みふけるガント。そよぐ風が窓際のカーテンを揺らめかせている。

　病室にある音は少女の微かな寝息だけ。実に穏やかな情景だ。

　ガントはここに搬送された後、今朝まで半日以上眠り続けていた。心拍、呼吸共に正常で、急激な疲労による軽いショック状態だと医師は判断した。疲労さえ抜ければ起きると聞いたミルトや大二郎は安堵してヘラヘラしていたが、ルナは医師の説明など理解できるわけがない。

　彼女の目の前にいるガントは、どんなに呼びかけても目を開けない。いつもみたいに「うるせぇっ！」と怒鳴りつけてくれない。それがただ悲しくて、ルナはずっと彼のそばで泣き続けていた。

　ガントが目を覚ました時。ルナはガントに抱きついて歓喜したが、案の定「うるせぇっ！」と怒鳴られてしまう。だが、それでもルナはガントにしがみ付いたまま離れず、やがてそのまま眠ってしまった。

　まとわり付くルナをガントは当初、邪魔臭そうに扱っていた。だが、彼は今。抜け出そうと思えばいくらでも抜け出せるこの病室を出ずにいる。

　基本的に真っ直ぐな根暗少年。　それがロアンス・ガントだ。

　大型のドームは昨日に増して慌ただしい。今日は軍服を着た者の姿も多数見受けられる。

　天井に開いた大穴を修復する作業は、命綱があるとはいえ見ていて冷や冷やものである。とび職の方々も「余計な事を！」と眼下の巨人を鬱陶しく思っていることであろう。
　騒がしいドームに白衣は多いのだが、その中でも際立って華やかな２人がいる。

「これが、“黒い巨人”……！」

　女の声がドーム内に木霊した。手すりから転げ落ちそうなほど身を乗り出して文字通り、食い入るように巨人を眺める若い女。白衣に取り付けられた身分証明書には「聖圏上等技師：ネフィス・ロイ」の銘。

「博士、転落してしまいます」
　資料を冷徹な瞳で見つめるこれまた白衣の女性。ロイの白衣を片手でしっかりと掴んでいる。

　彼女らはこの日、聖圏中央部から使われて来た。いや、別に命令されなくても勝手に来ていたであろう。うら若き乙女だが、ロイは兵器に恋をしてしまっているからだ。今も黒くてでかい奴に釘付けである。

「すごい！凄いわっ！　こんなに美しいのに兵器だなんて。ああ、連れて行きたいなぁ～」

「博士、屋敷に入りきりません」

　冷静な口調で淡々と諭す助手。

　ドーム修繕の作業音と絶え間なくハシャぐロイの声。相当やかましい状況を見守る男は手すりに寄り掛かり、じっとその様子を観察している。

「立川さん、私、決めた。この子を聖地に持って帰るわ！」

　満面の笑みを男に向けるロイ。その瞳はサファイヤのごとく輝いている。

「くくっ」

　男は細い目を一層細めて嘲笑した。

「立川先生、聞き流してください」

　助手らしき女は男に迫るロイの首根っこを片手で力強く引っ張る。視線は相も変わらず資料の上だ。

「持って帰るなら急いだ方が良い。別になぜということも無いのだがね……」

　男はそう言うと、ドームの外へ向かってゆっくりと歩き出した。低身長なうえに酷い猫背。そのシルエットは小さくまとまっている。

「…………」

「よぉぉっし！　急いで持っていってやろうじゃないの！」

　柵を飛び越えて機体に飛びつこうとするロイ。

「――博士、素手では無理です」

　助手の女がそう言ってロイの白衣を引っ張る。

　“ベリッ”と何かが裂けた音。明らかにロイの白衣から聞こえたが、助手は特に気にしないことにした。

　冷徹な視線は資料ではなく、遠ざかる男の背中に向けられている。

　遠方の地で起きた事件から一夜過ぎ、地平線が輝き始める時刻。ウミネコが上空を飛び交い、港の船は漁の為に沖へと出港した。
　漁師たちが出払った漁港は静かで、釣り人が糸を垂らす風景が時間の流れを緩めてくれる。

　洗練された海上都市の中央部。聳え立つ高層建造物が構成する銀色の密林、その中心部にたたずむ“黒き塔”。近代化が過ぎた都市らしく、周囲は人為的な緑に囲まれている。

　黒色の塔の上層部にある一室。部屋は十畳ほどあり、豪華な内装も備えているリッチな空間。しかし、ブラインドを閉じた暗がりにおいて、それらは無価値となる。

　喪失感に満ちた部屋で頭を抱える男性。彼は豪華な内装も、広い個室も、殺し合いの指揮を取る高官のポストも、何も望んではいなかった。欲していない成功を無数に得ても、たった一つだけ望み続けた願いは潰えようとしている。

“ジリリリリン”

　鳴り響くコール音。男の隣にある受話器が騒ぐ。

「――はい」

「なんだ、調子が悪そうだな、カステロ君」

　カステロと呼ばれた男が受話器を取ると、男性の渋味の効いた声が聞こえてきた。

「いえ、大丈夫です。ご心配なく」

　カステロは少し緊張した様子で受話器越しの相手に応じた。

「そうか。で、この前のことなのだが……」

「すみません、もう少し時間をくれませんか」

　セリフを遮るようなカステロの言葉。

「――カステロ君。そう言って電話を何度切ったか覚えているかな？　私は知っているよ、５回だ」

　受話器越しの男が一層低い声を発する。

「…………申し訳ありません、ですが――」

「カステロ君、謝ることはない。君が悩むのも当然のことだ。だが、考察時間は無制限では無い。経過するほど、成功の確率は低下していくのだよ」

「…………」

「本人にはまだ話していない――だろうね。どうしても自分で判断しかねるのなら、一度話してみるのも手だよ。最終的には話さなければならないことだし」

　男の畳み掛けるような言葉が一方的に受話器から聞こえてくる。カステロは肘を着いて頭を抱えた。時計の音が規則正しく経過していく。

　無言のまま、返答を拒むカステロ。

「――――ふむ、仕方が無い。今日はここらで切ろうか。次は事の進展を期待しているよ」

　男は鼻で息を吐くと通話を切断した。

　通話の切れた受話器を置く。
　カステロは机に伏せ、頭を両腕で抱え込んだ。自己嫌悪と社会憎悪の念が頭を巡り、体が熱くなる。

　重低音。

　机を乱暴に叩き、彼は唇を噛み締めた。激しい無力感と喪失感が襲い掛かってくる。

“ジリリリリン”

　再び鳴り響くコール音。

“ジリリリリン！”

　誰とも話したくない、放っておいてくれと切に念じる。

“ジリリリリン！！”

　受話器越しの相手に彼の思念など届くはずもなく、コールは続く。

“ジリリリリン！！！”

　線の細い金色の頭髪をかき上げ、彼は渋々と受話器を手にした――――。

　真っ白い部屋。真っ白い壁。真っ白い肌……。

　病室に置かれた細長い花瓶。花瓶には一輪の青い花が咲いている。
　白い髪の少女はベッドの上で花を眺めていた。テレビの横に飾られた写真。写っているのは少女と優しそうな金髪の青年。二人は幸せそうな笑顔を浮かべている。
　少女はゆっくりと身を起こすと、引きずるように両足をベッドから出した。

　手をついて這うように床に下りると、ベッドの下から一組の松葉杖を取り出す。

　壁に寄り掛かり、どうにか立ち上がると松葉杖を用いて部屋の扉へと向かう。一歩踏み出すたびに下半身が痛むが、もう大分慣れた痛み。

　扉の閉じる音。
　少女のいなくなった病室には車椅子がポツリと取り残されている。

　病室を出て周囲を見渡し、慎重に一歩一歩と踏み出していく。

　幸運なことに人気が無い。今日は上手くいきそうだと逸る気持ちで歩を進める。

「こらっ！」

　病棟に響く怒声。少女は気まずい気持ちでその場に停止した。

「そんな物使って！」

　声を張り上げて恰幅の良い看護士が歩み寄ってきた。

「松葉杖なんて、お兄さんが持ってきたの？」

「ち、違うよ……お兄ちゃんじゃないよ」

　少女は口ごもって顔を伏せた。

「外出の時は車椅子で。私たちに連絡してくれたらいつでも手伝うから、遠慮しないでよね」

「う……あの――」

「さ、病室に戻るわよ」

　松葉杖を没収され、看護師に抱きかかえられて病室へと逆戻り。少女は残念な気持ちで溜息を吐く。

「こんにちは」

　突然響いた男の声。二人の前に男が威風堂々とつっ立っている。
　赤い髪に金色の多い派手な服装、金縁のサングラス。その姿はあまりにも“病院”という空間に相応しくない。

「え、と――？」

　戸惑う少女。

「“キュラ”だ。バドアル・キュラ。　随分と久しぶりだからな。憶えていないのもむりはないか、ラノア」

　男はサングラスをとり、燃えるような赤い瞳を露にした――――。

　人生の運気を正と負でグラフに表すと、その平均値は０に近くなるらしい。
　これを納得できる人間がどれほどいることか。

　グラフの途中で人生が終わったら、それでも平均は０に近いのだろうか。

　「あと１０年生きていれば」などということもあるのであろうか。

　パンを毎日食べられる事を幸福に思っている人間。

　パンを毎日食べることなど当たり前で、その状況すら物足りない、不幸だと思う人間。
　幸福のハードルは人によって高さが違う。

　不幸のハードルも人によって高さが違う。
　ハードルの高さを決めるのはグラフの製作者なのか、それとも本人なのか。
　仮に、全ての人生が結果的に幸福と不幸の割合が等しくなるもだと納得したとしよう。
　ならば彼の人生ははたして、何がどのように幸福であったのだろうか。

　傍から見れば彼の人生は立派に不幸なはず。運気の正負が等しい割合などと、信じたくもなくなる。

　しかし、幸福と不幸の価値観は人により違う。
　きっと幸福だったのであろう。
　愛する彼女らと過ごした僅かな安らぎが、よほど幸せだったのであろう。

　愛する気持ちは第三者に理解できない。
　だからこそ、彼の運勢グラフは他人からは理解できない軌道を描いている。
　そして、だからこそ。運勢を描くグラフは、その人にしか作れないものなのである。
